
日
本
と
中
国
の
関
係
を
歴
史
的
に
み
た
と
き
、
現

在
ほ
ど
市
民
レ
ベ
ル
の
友
好
関
係
が
発
展
し
た
こ
と

は
な
い
。
相
互
に
理
解
し
合
う
こ
と
は
、
相
互
に
尊

重
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
発
展
す
る
こ
と
に

通
じ
る
。
帯
交
流
の
発
展
や
、
市
民
レ
ベ
ル
の
広

範
な
交
流
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
「
願

い
」
で
あ
る
。

写
真
説
明

写
①
、
出
土
し
た
等
身
大
の
秦
始
皇
帝
陵
兵
馬
倆

坑
の
倆
群
(
西
安
、
秦
倆
よ
り
)

写
②
、
北
京
郊
外
の
八
瑞
あ
た
り
で
は
、
万
里

の
長
城
も
常
に
補
修
が
進
め
ら
れ
て
い

る

写
⑧
、
北
京
か
ら
周
口
店
洞
穴
に
向
う
途
中
に
、

薗
籍
が
あ
る
。
蘆
籍
事
件
の
際
に
、

日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
無
惨
な
姿
と
な

つ
た
宛
平
県
城
は
、
記
念
卿
的
に
保
存
さ

れ
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
と
伺
様
に
見
学

者
が
多
い
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財

あ
さ
ひ
や
き
し
め
な
わ
も
ん
わ
ん

朝
日
焼
注
連
縄
文
碗

鈴
木
重
治

文
が
雄
洋
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
て
、
飾
り
の
譲

葉
や
裏
白
も
素
朴
で
あ
り
、
さ
わ
や
か
で
あ
る
。

釉
調
は
、
淡
い
桃
黄
色
で
、
露
胎
部
の
畳
付
を
除
い

て
全
面
に
施
釉
さ
れ
て
い
て
、
胎
土
は
き
め
の
細

か
い
黄
白
色
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
器
の
内
外
面

に
は
、
部
分
的
に
紅
斑
を
散
在
さ
せ
て
、
い
わ
ゆ

る
御
本
手
の
茶
碗
の
典
型
で
あ
る
。
畳
付
に
接
し

て
、
権
十
郎
印
と
呼
ば
れ
る
卓
朝
日
の
刻
印
が
あ

り
、
遠
州
好
み
の
七
窯
の
一
つ
と
し
て
の
朝
日
焼

の
出
士
例
と
し
て
も
、
稀
れ
に
み
る
優
品
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
朝
日
焼
は
慶
長
年
閻
(
一
五
九
六
S

一
六
一
毛
奥
村
次
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
宇
治
朝

日
山
に
築
窯
さ
れ
た
の
が
創
始
と
さ
れ
て
い
る
。

当
資
料
は
、
文
様
描
成
か
ら
も
明
ら
か
の
よ
う

に
若
松
文
、
松
竹
梅
文
、
万
歳
文
な
ど
の
碗
と
伺

様
、
正
月
の
初
釜
の
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
0

出
土
地
点
が
、
薩
摩
藩
邸
の
跡
地
だ
け
に
、
武

士
の
か
か
わ
る
語
さ
び
の
茶
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
勇
猛
な
武
士
と
安
ら
ぎ
の
対
比
に
ま
で
想
い

を
馳
せ
る
こ
と
す
ら
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
共
伴

資
料
の
土
師
器
や
焼
塩
壷
は
、
近
世
の
物
質
文
化

史
を
理
解
す
る
上
で
考
古
学
的
に
重
視
さ
れ
る
一

群
で
あ
り
、
当
資
料
の
検
出
の
意
義
は
大
き
い
0

(
黒
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任

同
志
社
中
学
校
新
彰
栄
館
増
築
地
点
の
発
掘
調

査
の
際
、
径
二
・
四
米
の
二
段
掘
り
の
士
坑
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
埋
没
土
の
中
か
ら
士
師
器
の
皿
や

焼
塩
壺
な
ど
と
共
に
出
土
し
九
の
が
当
資
料
で
あ

る
。

ま
ろ
み
の
あ
る
整
正
優
美
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
,
ン

を
持
つ
碗
で
、
口
縁
直
下
に
鉄
絵
に
ょ
る
注
連
縄

江肩11寺代口径11.1Cm、器高6.4Cm、底径4.6Cm

同志社中学校新彰栄館増築地点SK204出土
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